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男
女
が
、
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊

重
し
つ
つ
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と

能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
が「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

で
す
。
今
回
は
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
平
成　

年
に
策
定
し
た
石
巻
市
男

18

女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
進
ち
ょ
く

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し
く
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
主
な
進
ち
ょ
く
状
況
】

・
審
議
会
等
へ
の
女
性
委
員
の
登
用

率
が　

・
0
％
と
過
去
最
高
と
な
る

25

と
と
も
に
、
女
性
人
材
リ
ス
ト
登
載

者
が　

人
に
増
え
ま
し
た
。
反
面
、

77

市
の
管
理
職
に
お
け
る
女
性
の
割
合

は
6
・
4
％
に
減
少
し
ま
し
た
。

・
全
て
の
小
学
校
に
お
い
て
性
に
関

す
る
全
体
指
導
計
画
が
作
成
さ
れ
、

計
画
的
に
性
教
育
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

・
Ｄ
Ｖ
相
談
窓
口
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た

結
果
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
相
談
窓
口
を

知
っ
て
い
る
人
の
割
合
が　

・
0
％

41

に
増
え
ま
し
た
。

・
延
長
保
育
の
利
用
者
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
件
数
お
よ
び

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
利
用

件
数
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

【
石
巻
市
男
女
共
同
参
画
推
進
審
議

会
意
見
（
要
旨
）】

　

青
少
年
を
対
象
と
す
る
「
命
と
性

の
大
切
さ
」
を
啓
発
す
る
事
業
の
継

続
、
女
性
の
生
涯
に
お
け
る
性
と
生

殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
に
か
か
る

施
策
の
検
討
、
女
性
管
理
職
育
成
に

向
け
た
シ
ス
テ
ム
作
り
、
Ｄ
Ｖ
相
談

窓
口
体
制
の
整
備
・
充
実
、
女
性
の

就
業
や
起
業
へ
の
支
援
、
事
業
者
が

独
自
に
取
り
組
む
子
育
て
支
援
活
動

に
つ
い
て
の
側
面
か
ら
の
支
援
策
に

つ
い
て
の
検
討
な
ど
、
多
く
の
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
今
後
の
重
点
取
組
事
項
】　

（
太
字

は
最
重
点
事
項
）

１ ・
青
少
年
を
中
心
と
す
る
人
権
教

育
の
よ
り
一
層
の
推
進

２ ・ 

出
前
講
座
お
よ
び
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
活
用
し
た
各
種
啓
発
講
座
の

実
施

３ ・ 

女
性
人
材
の
育
成
お
よ
び
審
議

会
等
委
員
へ
の
女
性
登
用
の
促
進

４ ・ 

庁
内
（
市
職
員
）
に
お
け
る
女

性
管
理
職
登
用
の
促
進

５ ・ 　

世
紀
職
業
財
団
お
よ
び
商
工

21

会
議
所
な
ど
各
種
団
体
と
連
携
し
た

企
業
啓
発
の
実
施

６ ・ 

Ｄ
Ｖ
相
談
窓
口
の
Ｐ
Ｒ
お
よ
び

相
談
体
制
の
よ
り
一
層
の
充
実

７ ・ 

子
育
て
不
安
に
対
す
る
相
談
・

支
援
事
業
の
促
進

問　

男
女
共
同
参
画
推
進
室
（
内
線

　

・　

）

608

600

審
議
会
等
へ
の
女
性
委
員
の

審
議
会
等
へ
の
女
性
委
員
の

登
用
率
が

登
用
率
が　

％
に
！

％
に
！

2525

　

石
巻
市
の
平
成　

年
度
に
お
け
る
「
男
女
共
同
参
画
」
の

20

進
ち
ょ
く
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

審議会等への女性委員登用率の推移（目標値35％）�
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指標項目と達成状況（抜粋）
目標値
(H22)

現　況
(H20)

前回
(H19）

策定時
(H17)

指　標　項　目重点課題

―13.0%13.0%29.2％中学校の生徒会長における女性の割合１男女共同参画に関
する意識の高揚と
教育･学習の推進

1 ―521人630人353人男女共同参画関連イベント・セミナーの参加者２

―0回0回1回男女共同参画に関する出前講座の利用回数３

35.0％25.0%22.7%24.9％審議会・委員会等への女性委員の登用率１
政策形成及び方針
決定の場への女性
の参画促進

2
100人77人61人52人女性人材リスト登載者数２

―5.9%5.9%5.9％市議会議員における女性議員の割合３

―6.4%8.6%6.7％市の管理職における女性の割合４

―4.5%6.0％0.0％ＰＴＡの会長おける女性の割合１地域における男女
共同参画の推進

3
―1.1%1.1％―自治会等の会長における女性の割合２

4人１人１人２人女性の指導農業士の数１

働く場における男
女共同参画の推進

4

7人3人4人4人女性の指導漁業士の数２

―0.7%1.0%1.0％保育士
保育士、看護師における男性の割合３

―7.8％7.6％5.0％看護師

―83.9%81.5%―自分の職場が、仕事と家庭を両立しやすいと思っている人の割合４

―87.0%85.1%―ＤＶの内容について正しく理解している人の割合１男女間におけるあらゆる
暴力の根絶と被害者支援

5
―41.0%35.3%―セクハラ・ＤＶ被害の相談窓口を知っている人の割合２

297人36人36人36人定員
延長保育の受入定員と実施箇所数１

子育て・介護・地域
活動と仕事との両
立の支援

（目標年度はH21）

6

27カ所4カ所4カ所4カ所箇所

42人30人26人26人定員
一時保育の受入定員と実施箇所数２

5カ所4カ所4カ所4カ所箇所

60人未 実 施定員
休日保育の受入定員と実施箇所数３

3カ所未 実 施箇所

5人未 実 施定員
病後児保育の受入定員と実施箇所数４

1カ所未 実 施箇所

6カ所5カ所5カ所4カ所子育て支援センターの数５

―25.4%25.7%―子育てに不安を感じている保護者の割合６
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宝
く
じ
助
成
で

助
成
で
、�

地
域
地
域
づ
く
り�
宝
く
じ
助
成
で
、�

地
域
づ
く
り�

　

こ
の
た
び
、
�
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
か
ら
、
平
成　

年
度
コ
ミ
ュ
ニ

21

テ
ィ
助
成
を
受
け
、
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
活
動
に
必
要
な
備
品
を
整
備

し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
受
託
事

業
収
入
を
財
源
と
し
た
も
の
で
す
。

助
成
を
受
け
た
団
体
と
事
業
の
内
容

◇
不
動
町
町
内
会
（
石
巻
地
区
）

　

不
動
町
町
内
会
は
、
住
民
相
互
の

親
睦
と
融
和
に
努
め
、
町
内
清
掃
活

動
や
勉
強
会
な
ど
常
に
住
民
が
意
欲

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
展
開
し
て

お
り
、
そ
れ
ら
の
活
動
に
必
要
な
備
品

を
宝
く
じ
の
助
成
で
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
回
整
備
し
た
備
品
に
よ
り
、
地

域
住
民
の
触
れ
合
い
を
深
め
、
よ
り

一
層
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問　

市
民
活
動
推
進
課（
内
線　

）・
575

　

各
総
合
支
所
総
務
企
画
課

若年者就職支援講座　受講生募集　　　　
受講資格　15歳から 34歳で現在就職していない方
　　　　　（在学中の方を除く）
日　程　　全 4日間の受講をお願いします。

　　　

ところ　　石巻文化センター
定　員　　20人〔先着〕（初日のみ、家族の方も参加可能）
申込方法　氏名、年齢、住所、電話番号を明記の上、10月９日�

まで〔必着〕、電話、ＦＡＸ、ハガキまたはＥメールで
お申し込みください。

共　催　　ハローワーク石巻、独立行政法人雇用・能力開発機構
申・問　商工課（内線 418）　FAX21-2022
　　　　Eメール　iscommerce@city.ishinomaki.lg.jp
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受講無料

内　　　容と　きステップ

就職・キャリア形成支援サービス
講義終了後ハローワークからの情報提供、個別相談の実施

10月 27 日（火）
午後2時～4時30分

1

働くことの意味、自己理解と職業選択、職歴と仕事感など
講義終了後、就職活動の悩みについての話し合い

10月 28 日（水）
午後2時～4時20分

2

自分に向いた職業の見極め（職業適性診断の実施）など
講義終了後、就職選択に関する個別アドバイスの実施

10月 29 日（木）
午後2時～4時30分

3

就職活動の進め方、ビジネスマナーや面接の受け方など
講義終了後、職場見学の実施（働く人の講話を含む）

10月 30 日（金）
午後1時30分～5時

4

※２日目から４日目の午後１時から講座開始前までの時間「ヤングジョブス　
　ポット」を開設しています。（受講者以外の方も利用できます。）

農業者の皆さん、老後の
備えは万全ですか？

農業者年金のメリット
●少子・高齢時代に強い積立方式の年金！
●終身年金で 80歳までの保証付き！
●支払った保険料は全額社会保険料控除！　
（税制上の優遇措置）
●手厚い政策支援！保険料に国庫補助も
～農業者の方なら広くご加入いただけます～

  農業者年金の試算額

問　農業委員会事務局　� 72-2004

試　算　額納　付
期　間

加　入
年　齢 保険料 3 万円保険料 2 万円性　別

136万円91万円男　性
40年20歳

118万円79万円女　性

90万円60万円男　性
30年30歳

78万円52万円女　性

53万円35万円男　性
20年40歳

46万円31万円女　性

23万円16万円男　性
10年50歳

20万円14万円女　性

※この試算は、６５歳までの付利利率が２.３０％、６５歳以降の予定利
率が１.５５％となった場合の試算です。
　付利利率２.３０％は農業者年金において期待される運用収益をも
とに設定した率、予定利率１.５５％は農林水産省告示（Ｈ２１.４.１
施行）により定められている率です。

いしのまき消防フェスティバル
　今年も『いしのまき消防フェスティバル』を

開催します。

　ちびっ子レスキュー体験などのほか、高さ35

�まで伸びる消防はしご自動車などを展示しま

す。ぜひ、お子さんを連れてご来場ください。

と　き　１０月１０日�　午前 10時～正午

ところ　ヨークベニマル石巻蛇田店 駐車場

問　石巻消防署予防係  � 95-7112（内線 231）

農業者年金は、
老後生活を
がっちりサポート


